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西太平洋に位置するマリアナ海溝は太平洋プレートがフィリピン海プレートの下に沈み込むプレート境界であ

る。マリアナ海溝に沈み込む海洋プレートの磁気異常縞模様は中部と北部では同定されているが、南部では同定さ

れていない（Nakanishi et al., 1992）。またこの南部で沈み込んでいる海洋プレートが太平洋プレートであるの

か、もしくはこの地域のさらに南に存在するカロリンプレートであるのかはっきりとは決着しておらず、プレート

境界が不明瞭な地域である。 

2002 年 10 月に海洋研究開発機構の研究船「かいれい」によってマリアナ海溝南部における探査が行われた

（KR02-13）。研究範囲は北緯 10 度から 11 度 30 分、東経 141 度から 143 度 30 分であった。このときプロトン磁力

計・三成分フラックスゲート磁力計による地磁気観測が行われ、この観測データから磁気異常プロファイルを作成

した。作成したプロファイルと GEODAS、Lamont-Doherty 研究所の Brownbook データベースからえられるプロファ

イルを合わせ、本研究地域の磁気異常縞模様の同定を行った。これより研究地域の磁気異常縞模様の走向はおおよ

そ N65 度、年代はおおよそ 146～148 Ma、拡大速度（half-rate）は 5.5 cm/y であることがわかった。 

本研究地域の磁気異常縞模様はマリアナ海溝中部・北部における磁気異常縞模様の走向とは異なっていた。同

定されている太平洋プレートの磁気異常縞模様で、本研究地域と同じ走向をもつ磁気異常縞模様は日本列島の東側

に見られる日本縞模様群（Nakanishi et al., 1992）である。以上のことより、本研究地域の海洋プレートは太平

洋プレートであり、太平洋ーイザナギ海嶺で生成されたと考えられる。 

 

 

 


